
様式第１号 （第 1 面）

福岡市長　様

申請者

住所

氏名

（法人にあっては，名称及び代表者の氏名）

電話番号

　福岡市廃棄物の減量及び適正処理に関する条例第２３条の規定により，県外産業廃棄物を福岡市内で処分

するにあたって，処理計画を定めましたので，関係書類及び図面を添えて提出します。

有 ・ 無

有 ・ 無

氏 　名

添付資料

　・福岡市内に運搬する県外産業廃棄物の性状を明らかにする書類

　・排出事業場で生じる産業廃棄物の排出（発生）工程の概要を示す書類

　・県外産業廃棄物の福岡市内への運搬工程図

（産　業　廃　棄　物　処　理　計　画　書）

県外産業廃棄物を生ずる
事 業 場 の 名 称 ・ 住 所

県 外 産 業 廃 棄 物 を
福岡市内に運搬する期間

○○年　○月　○日

特 別 管 理 産 業
廃 棄 物 の 有 無

○○食品熊本工場
熊本県○○市○○町○－○

平成○○年　○月　○日

県 外 産 業 廃 棄 物 搬 入 の 事 前 届 出 書

排 出 事 業 場 に お け る
責 任 者 の 職 ・ 氏 名
電 話 番 号

排出事業場付近に適切な処分場がないため

要綱第５条第３項第３号に該当しない

工場長 ○○　○○

石 綿 含 有 産 業
廃 棄 物 の 有 無

○○食品株式会社
　代表取締役　□□　□□

000-000-0000

職 名

県外産業廃棄物を福岡市
内において処分する理由

県外産業廃棄物に含まれる
放射性物質の測定・管理方法

　 平成○○年　○月　○日   ～

福岡市中央区天神○丁目○番○号

000-000-0000電 話 番 号

要 綱 第 ５ 条 第 ３ 項 第 ３ 号 に 
掲 げ る 場 合 に 限 る 。 

記載例 



様式第１号 （第 ２ 面）

t t t t t t

m3 m3 m3 m3 m3 m3

m3 m3 m3 m3 m3 m3

t,m3 t,m3 t,m3 t,m3 t,m3 t,m3

t,m3 t,m3 t,m3 t,m3 t,m3 t,m3

t,m3 t,m3 t,m3 t,m3 t,m3 t,m3

t,m3 t,m3 t,m3 t,m3 t,m3 t,m3

※発生量については福岡市搬入分の産業廃棄物の種類だけでなく，それを排出する工程で発生する全ての産業廃棄物の発生量を種類ごとに記載すること。

△△産業㈱

△△産業㈱

福岡市内に運搬
する収集運搬業

者名

福岡市外
処理量

福岡市外処理量の内訳

再生
利用

中間
処理

最終
処分

福岡市内
における
処分方法

福岡市内において県外産業
廃棄物を処分する業者名

140

m3

60

焼却

中間
処理

最終
処分

t,m3

t,m3

t,m3

□□クリーン㈱

福岡市○区×××

廃プラスチック類

m3 m3

m3

t

t,m3

24

m3

有機性汚泥

動植物性残さ

t

t,m3

t,m3 t,m3

焼却
□□クリーン㈱

福岡市内処理量の内訳

再生
利用

施設の所在地

m3

発生量※産業廃棄物の種類
福岡市内
処理量

t,m3

24

t

200 60 福岡市○区×××

t,m3 t,m3

60

t,m3 t,m3

市外の処分業者で処理する産業廃棄物
についても記入してください。 

記載例 



添付資料１【参考様式１】 

福岡市内に運搬する県外産業廃棄物の性状を明らかにする書類 

 

1 廃棄物名称 有機性汚泥   

2 排出事業者 

名 称 □□食品熊本工場 ＴＥＬ 000-000-0000 ＦＡＸ 000-000-0000 

住 所 
 〒000-0000 

 熊本県○○市○○町○－○ 

排出事業場における責任者の職・氏名 職名  工場長 氏名 ○○ ○○ 

3 廃棄物の発生工程 食品製造工程からの汚水の処理施設で汚泥が生じる。その汚泥を引き抜き，脱水する。 

4 

廃棄物種類 

□ 燃えがら ■ 汚泥 □ 廃油 □ 廃酸 

□ 廃アルカリ □ 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 □ 紙くず □ 木くず 

□ 繊維くず □ 動植物性残さ □ 動物系固形不要物 □ ゴムくず 

□ 金属くず □ ｶﾞﾗｽ･ｺﾝｸﾘｰﾄ･陶磁器くず □ 鉱さい □ がれき類 

■ 産業廃棄物 

□ 特別管理産業 

廃棄物 

□ 家畜のふん尿 □ 家畜の死体 □ ばいじん □ 13号廃棄物 

□ 廃石綿等 □ 感染性廃棄物 □ 廃ＰＣＢ等 □ 有害物質 

□ その他（                                                                                    ） 

5 荷姿 ■ 容器（  ドラム缶   ） □ 車両（                  ） □ その他（                    ） 

6 数量 
スポット (          )kg・t・㍑・ｍ３・本・缶・袋・個・車・式 

継続 (     ２    )kg・t・㍑・ｍ３・本・缶・袋・個・車・式     ／年・月・週・日 

7 
廃棄物の安定性 

・反応性 

1) 有害特性 □ 爆発性 □ 引火性 □ 可燃性 □ 自然発火性 

（ 有・無・不明 ） 

□ 禁水性 □ 酸化性 □ 有機過酸化物 □ 急性毒性 

□ 感染性 □ 腐食性 □ 毒性ガス発生 □ 慢性毒性 

□ 生態毒性 □ 重合反応性   

2) 品質安定性 

経時変化（ 有・無 ） 

有る場合は具体的に記入 

8 
廃棄物の物理的・

化学的性状 

形状 （       ） 沸点  （       ） 発火点 （       ） 比重  （       ） 

色  （       ） 融点  （       ） pH   （       ） 水分  （       ） 

臭い （  有り   ） 引火点 （       ） 粘度  （       ） 発熱量 （       ） 

その他（                                                                                       ） 

9 

廃棄物の 

組成・成分情報 

(○×又は数値記入) 

□ ○×（有無） 

□ 分析値 

 □ 溶出量    

 □ 含有量 

□ 推計値 

□ 不明 

単位：（    ） 
※測定している場

合は分析表添付 

□ 分析表添付 

金属Ｌｉ（                ） 

金属Ｍｇ（               ） 

金属Ｎａ（              ） 

金属Ｃｕ（              ） 

金属Ａｌ（                ） 

金属Ｎｉ（                ） 

ｱﾙｷﾙ水銀化合物（          ） ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ（             ） 1,3-ジクロロプロペン（    ） 

水銀又はその化合物（     ） ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ（            ） チウラム（                ） 

ｶﾄﾞﾐｳﾑ又はその化合物（    ） ジクロロメタン（        ） シマジン（                ） 

鉛又はその化合物（       ） 四塩化炭素（            ） チオベンカルブ（          ） 

有機燐化合物（           ） 1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ（          ） ベンゼン（                ） 

六価クロム化合物（       ） 1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ（         ） セレン又はその化合物（    ） 

砒素又はその化合物（     ） ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ（      ） ダイオキシン類（          ） 

シアン化合物（           ） 1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ（        ） その他（          ） 

ＰＣＢ（                 ） 1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ（        ）  

10 
取り扱う際の注意

事項 

1) 安全対策 保護具 

□ ｶﾞｽﾏｽｸ着用（ｶﾞｽﾏｽｸ種類：       、吸収缶種類：       ） 

□ 手袋着用（             ）□ 保護ﾒｶﾞﾈ着用（             ） 

□ その他（                                                     ） 

2) 異常処置 

① 応急措置 

□ 吸入時（          ）□ 皮膚付着時（           ） 

□ 目に入った場合（                         ） 

□ 飲み込んだ場合（                         ） 

② 漏洩対策 
除去方法（                                                          ）

除去作業に関する注意（                                              ） 

③ 火災時の

措置 
 

11 特別注意事項 
特別注意事項（ 有 ・ 無 ） ※有る場合は具体的に記入 

 

 

記載例 
本事例のように複数の種類の産業廃棄物を福岡市内に

搬入する場合は，それぞれ作成のこと。 



添付資料２【参考様式２】

１．排出事業場における産業廃棄物の排出（発生）工程の概要

２．排出事業場における産業廃棄物の排出（発生）フロー図

３．添付資料

中間処理業者にあっては，当該許可証の写しを添付すること。

県外産業廃棄物を生ずる
事 業 場 の 名 称 ・ 住 所

□□食品熊本工場
熊本県○○市○○町○－○

※福岡市搬入分の産業廃棄物の種類だけでなく，それを排出する工程で発生する全ての産業廃棄
物の発生量を種類ごとに記載すること。

排出事業場で生じる産業廃棄物の排出（発生）工程の概要を示す書類

・動植物性残さ
　　食品の製造過程で残さ物（果実の皮，切りくず）が発生する。

・有機性汚泥
　　排水処理により，汚泥が発生する。

　原料投入　→　洗浄　→　切断　→　加熱　→　梱包　→　製品
　　　　　　　　 ↓　　　　↓
　　　　　　　　 ↓　　　動植物性残さとして,福岡市内の処分場に搬入する
　　　　　　　　 ↓
　　　　　　　　 ↓
　　　　　　　　 ↓
　　　　　　排水処理施設　→　ばっ気槽　→　沈殿槽　→　排水
　　　　　　　　　　　　　　　　 ↓
　　　　　　　　　　　　　　　汚泥引き抜き
　　　　　　　　　　　　　　　　 ↓
                              　脱水
　　　　　　　　　　　　　　　　 ↓
　　　　　　　　　　　　　　　脱水ケーキ（有機性汚泥）を,
　　　　　　　　　　　　　　　福岡市内の処分場に搬入する

・熊本工場パンフレット

記載例 



県外産業廃棄物の福岡市内への運搬工程図 添付資料３【参考様式３】

産業廃棄物の種類 動植物性残さ 産業廃棄物の種類 動植物性残さ 産業廃棄物の種類

業者名 △△産業㈱ 業者名 □□クリーン㈱ 業者名

責任者 △△　△△ 許可番号 07720000000 許可番号

許可番号 04000000000 連絡先 000-000-0000 連絡先

連絡先 000-000-0000

産業廃棄物の種類 有機性汚泥 産業廃棄物の種類 有機性汚泥 産業廃棄物の種類

業者名 △△産業㈱ 業者名 □□クリーン㈱ 業者名

責任者 △△　△△ 許可番号 07720000000 許可番号

許可番号 04000000000 連絡先 000-000-0000 連絡先

連絡先 000-000-0000

排出事業者 ○○食品㈱ 産業廃棄物の種類 産業廃棄物の種類 産業廃棄物の種類

責任者 ○○　○○ 業者名 業者名 業者名

連絡先 000-000-0000 責任者 許可番号 許可番号

許可番号 連絡先 連絡先

連絡先

産業廃棄物の種類 産業廃棄物の種類 産業廃棄物の種類

業者名 業者名 業者名

責任者 許可番号 許可番号

許可番号 連絡先 連絡先

連絡先

産業廃棄物の種類 産業廃棄物の種類 産業廃棄物の種類

業者名 業者名 業者名

責任者 許可番号 許可番号

許可番号 連絡先 連絡先

連絡先

収　集　運　搬 中　間　処　理 最　終　処　分

県外産業廃棄物を生ずる事業場の名称 ： □□食品熊本工場
記載例 

本工程図については，福岡市内に搬入する産業廃棄物のみ 

の記載で構いません。 
（様式第１号の第２面の表には，発生する全ての産業廃棄物を記載してください。） 
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